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本研究のコンセプトと内容

シミュレーション条件

シミュレーション（一例）

神経系のシステム（通信・制御・演算）と
基礎（生物物理）の研究

○機能の多様性
マルチイベント発生の時間・空間知覚
多系列データのダイナミクスと関係性

○構成・構造・動作の普遍性
神経系と電気通信システムとの対応性
アナログ（波形）・ディジタル（パルス）の共存

○生物物理基盤の合理性
神経回路網の構成、構造、機能の解明

○データ

 

時・空間（３Ｄ）
○測位方式

２葉双曲面の交点解析
○センサ数

 

４～６
○センサ間距離

 

２０cm
○波源距離

 

２０～４０m
○波源間距離

 

２０cm (最小)
○発生時間密度

 

0.1sec (最小)

波源数

 

１７個
波源間隔

 

最小 ２０cm

発生時間間隔

 

0．1sec
フレーム長

 

2 sec
空間表示

 

□：推定位置
＋：波源位置

時間表示

 

上：推定生起時刻
下：生起時刻

信号処理フロー
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Calculate distance of ν-th source
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Calculate tνh, Dν(xyzpqr)

s = s +1
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Initial sets of flashing neurons ν(x,y,z,p,q,r)

Parameter setting
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今後の研究

基礎研究の発展
関係性

 

・・・

 

推定評価誤差の統計数理
ダイナミクス・・・

 

生物学的処理の多様性

応用研究の多様化
個と集団の数理的基礎
マイクロ波測位システムの高機能化
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